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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Spinal epidural lipomatosis is a previously unrecognized manifestation of 
     metabolic syndrome 
     （硬膜外脂肪腫症はメタボリックシンドロームの新たな病態である） 
 
 
 腰椎の硬膜外脂肪が過剰に蓄積して脊柱管狭窄をきたす硬膜外脂肪腫症（spinal 
epidural lipomatosis: 以下SEL）は、ステロイド投与や肥満などが関与していることが報
告されているが、その関連因子については完全には明らかにはなっていない。本研究で
は、運動器ドック受診者324例の画像および血液データの解析により、SEL発症とメタボ
リックシンドローム（以下MS）が関連していることが明らかにされた。 
 審査では、腰部脊柱管狭窄症患者を対象としてSELとの関連因子を解析した副論文との
違いについて問われた。副論文では、SELと高脂血症が関連していたが、主論文において
はMSとの関連はあったものの、高脂血症との関連はなかったが、原因の一つとして、主
論文における対象が、比較的健康であるドック受診者であり、二つの研究における母集
団の違いが影響している可能性があると回答された。更に、脊柱管内の硬膜外脂肪の占
拠率を、長さと面積で計測する場合の相違があるのか問われた。両者の相関係数は高
く、結果にはほとんど影響していないと回答された。本研究におけるSELに対する診断基
準の妥当性について問われた。本研究では過去の複数の文献で使用された基準を踏襲し
ているが、現時点では明確なSELの診断基準は存在せず、議論の余地はあると回答され
た。また、本研究で用いられた質問票の信頼性について問われた。本研究の質問票は人
間ドック受診者用に作成されたものであり、腰椎疾患に対する専門的なものではない
が、腰部脊柱管狭窄症の臨床症状に合致する質問内容もあり、有用性があると回答され
た。次に、本研究の新規性について問われた。本研究では、MSにおいてSELの発症率が
統計学的に有意に高いことを初めて報告している。また、硬膜外脂肪蓄積と内臓脂肪蓄
積に有意な相関があったことから、SELが他の臓器における異所性脂肪と類似性があるこ
とを示した点に新規性があると回答された。脂肪蓄積と炎症の関係についても問われ
た。脂肪蓄積によって脊柱管狭窄を来すとともに、先行研究でSELの硬膜外脂肪では炎症
性サイトカインの発現が上昇していることが報告されており、これらがSELにおける硬膜
外の炎症を惹起し、症状発生に関与している可能性があると回答された。最後に、SELに
対する治療について問われた。現在、SELに対しては外科的治療で硬膜外脂肪を可及的に
切除しているが、今回の結果を受けて、MSに対する治療を行うことでSELの症状が改善
する可能性があり、今後、前向きに有酸素運動などの保存治療について検討していく予
定であると回答された。 
 以上、本研究には検討すべき課題を残すものの、SELの発症にMSが関与している可能
性を明らかにした有意義な研究であると評価された。 
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